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小学校 1 2 3
中学校 10 6 16
高等学校 2 0 2
合計 13 8 21
Table1 調査対象者 
Table2 聞き取り調査の結果 



































































































































































































































No. 授業名 推奨する校種等 主なねらいとなる資質・能力 授業の概要
1 「私ってどんな人？」 小学校・高学年 自尊感情・自己効力感
「私から見た私」、「友だちから見た私」を語り合
い、自己を見つめ直す
2 「ひょっとしてコーピング」 小学校・中学年 コミュニケーション能力
教員によるロールプレイから、すぐに決めつけな
い対応を考える
3 「文字と言葉のちがい」 小学校・高学年 コミュニケーション能力 SNSによる意思の伝達の難しさを学ぶ
4 「ネットによるいじめを防止しよう」 中学校・2/3年生 思いやり・他者理解
SNSによる会話からいじめを生まない態度を考
える
5 「救える自分になろう」 高等学校 道徳性 SNSによるいじめにどう対処すべきかを考える
6 「あいてのきもちをかんがえよう」 小学校・低学年 思いやり・他者理解
福笑いを用いた演習をし、表情から相手の気持
ちを読みとろうとする態度を育む
7 「『考え方のクセ』を考えてみよう」 中学校・2/3年生 セルフコントロール能力
自分の「考え方のクセ」を見つめ、クセに流され
ずに立ち止まって考えようとする態度を育む
8 「立場を替えて感じてみよう」 中学校・2/3年生 規律性・道徳性
同じ状況でも立場の違いによって感情が変わる
ことに気付き、多面的な見方を育む
9 「ストレスってなんだろう」 特別支援学校 ストレスマネジメント
ストレスについて体験的に学び、適切に対処し
ようとする態度を育む


























































































































































































 Table5 試作版アンケートの項目 

















































小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２
1 A小学校 88 88
2 B小学校 53 53
3 C小学校 51 51
4 D小学校 109 109
5 E小学校 47 47
6 F小学校 42 42
7 G小学校 34 34
8 H中学校 258 258
9 I中学校 152 152
10 J中学校 301 301
11 K中学校 135 135
12 L中学校 146 146
13 M中学校 90 95 185
14 N中学校 88 114 202
15 O中学校 46 46
16 P中学校 128 128
17 Q高等学校 311 309 620
18 R高等学校 79 79
19 S高等学校 60 60








 Table6 試作版アンケートによる調査対象 
No. 平均値 標準偏差
1 いやなことがあったときには、こんなこともあるさと思って気にしないようにしている 1.673 0.856
2 いやなことがあったときには、自分の好きなこと（遊びやスポーツ）をして気分転換をしている 2.091 0.966
3 いやなことがあったときには、そのことばかり考えないようにしないようにしている 1.804 0.940
4 いやなことがあったときには、それを繰り返さないよう工夫をしている 1.938 0.770
5 いやなことがあったときには、何が原因かを考えるようにしている 1.852 0.851
6 いやなことがあったときには、どうすれば良いか考えるようにしている 1.935 0.838
7 イライラしているとき、人に八つ当たりをしない 1.857 0.887
8 ちょっとしたことで、怒ったりすねたりしない 1.835 0.901
9 人から注意や批判をされたとき、怒ったりすねたりしない 1.796 0.858
10 友だちからいやなことを言われたとき、すぐにカッとなったりしない 1.751 0.898
11 今の自分にだいたい満足している 1.422 0.906
12 たいていのことは、みんなと同じくらいにはうまくやれる 1.944 0.778
13 自分には良いところが、いくつかある 1.669 0.872
14 自分には人にじまんできることが、いくつかある 1.485 0.932
15 友だちが悪いことをしようとしているときには止めようとする 1.802 0.772
16 友だちのしていることを良くないと思ったときには、注意する 1.736 0.773
17 つらい思いをしている人がいたら、大人に知らせる 1.358 0.892
18 人に対する暴力や暴言を見たとき、やめさせようとする 1.550 0.803
19 困っている人がいたら、助けている 1.997 0.730
20 ひとりぼっちの子がいたら、声をかけている 1.511 0.868
21 落ち込んでいる人がいたら、励ましている 1.925 0.806
22 自分からすすんで、他の人の仕事を手伝っている 1.704 0.828
23 自分とは合わない人も、その人の良いところは認めることができる 1.914 0.830
24 人の意見が自分と違うとき、その人の立場に立って考えてみる 1.635 0.823
25 自分とは違う思いや考えの人のことも、大切にしている 1.982 0.734
26 クラスの人が失敗しても、責めたりしない 2.189 0.768
27 相手に迷惑をかけたときには、素直に謝る 2.293 0.707
28 自分が間違っていたときには、素直に認める 2.167 0.730
29 人に助けてもらったとき、素直に「ありがとう」と言う 2.614 0.589
30 相手が謝ったときには、素直に許す 2.368 0.716
31 自分の気持ちを他の人にうまく伝えることができない 1.441 0.934
32 友だちから何かを頼まれたり、誘われたりすると、断りたくてもうまく断れない 1.484 1.026
33 いやなことをされても相手に「やめて」と言えない 2.070 0.901
34 自分の考えが相手と違っているかもしれないときには、自分の考えを言えない 1.454 0.950
35 ひとりで解決できないときは、誰かに相談する 1.860 0.968
36 つらいことや困ったことがあっても、誰にも相談できない 2.021 0.953
37 つらいことや困ったことがあったときには、誰かに助けてもらう 1.791 0.853
38 どうすればいいか迷ったとき、誰かに相談する 1.860 0.933
39 私のクラスはみんな仲がいい 2.129 0.755
40 私のクラスには、誰かの失敗を喜ぶ人がいる 1.747 0.955
41 私のクラスは、とても居心地がよい 2.012 0.880
42 私のクラスは、学級や班での活動にみんな協力している 2.061 0.778
43 私のクラスは、お互いに注意しあえる 1.837 0.819
44 私のクラスの教室は片付いている 1.870 0.809
45 私のクラスは、決められたことを守っている 1.821 0.767
46 私のクラスは、授業中と休み時間のけじめがある 1.451 0.852
47 友だちのいやがることをしたり言ったりする 1.025 0.768
48 友だちにいやなことをされたり言われたりする 0.855 0.883
49 いじめがあるとわかっていても関わらない 1.617 0.883




 Table7 試作版アンケートの記述統計量 














※ 私のクラスは、とても居心地がよい .740 .547
※ 私のクラスはみんな仲がいい .737 .543
※ 私のクラスは、学級や班での活動にみんな協力している .711 .506
※ 私のクラスは、お互いに注意しあえる .705 .496
※ 私のクラスは、決められたことを守っている .623 .388






         高得点になるよう逆転済みである。
Table9 (問2)の因子分析結果（最尤法・回転前） 
Table8 (問1)の因子分析結果（最尤法・プロマックス回転） 
1 2 3 4 5 6 7 共通性
第１因子　「道徳性・思いやり」
※ 友だちが悪いことをしようとしているときには止めようとする .778 -.020 .046 .077 -.080 -.025 -.058 .519
※ 友だちのしていることを良くないと思ったときには、注意する .714 -.035 .012 .145 -.038 -.053 .011 .468
※ ひとりぼっちの子がいたら、声をかけている .699 .006 -.045 -.055 -.026 -.051 -.022 .405
※ 困っている人がいたら、助けている .621 .002 -.064 -.048 .001 .222 -.097 .488
※ 人に対する暴力や暴言を見たとき、やめさせようとする .619 -.060 .097 .058 .040 -.123 .081 .402
※ 落ち込んでいる人がいたら、励ましている .521 .074 -.097 -.045 .011 .206 .038 .481
自分からすすんで、他の人の仕事を手伝っている .460 -.010 -.030 -.085 .141 .111 .028 .366
つらい思いをしている人がいたら、大人に知らせる .426 .206 .045 -.068 .038 -.170 .125 .316
第２因子　「相談・支援を求める力」
※ ひとりで解決できないときは、誰かに相談する .057 .806 -.030 -.053 -.046 .003 -.050 .602
※ どうすればいいか迷ったとき、誰かに相談する .006 .780 -.032 -.060 .006 -.012 .075 .626
※ つらいことや困ったことがあったときには、誰かに助けてもらう -.010 .678 -.018 -.045 .069 .031 .003 .495
つらいことや困ったことがあっても、誰にも相談できない(*) -.092 .556 .038 .388 -.045 .020 -.051 .520
第３因子　「セルフコントロール能力」
※ ちょっとしたことで、怒ったりすねたりしない -.058 .002 .740 .034 .012 -.016 -.023 .507
※ 友だちからいやなことを言われたとき、すぐにカッとなったりしない -.074 -.003 .622 -.059 .021 .001 .032 .381
※ 人から注意や批判をされたとき、怒ったりすねたりしない .105 -.034 .602 -.041 .010 -.008 .010 .413
イライラしているとき、人に八つ当たりをしない .052 -.050 .488 .005 -.015 .086 -.038 .275
第４因子　　「思いや考えの表現力」
※ いやなことをされても相手に「やめて」と言えない(*) -.006 -.046 -.034 .641 -.020 .143 .019 .399
※ 友だちから何かを頼まれたり、誘われたりすると、断りたくてもうまく断れない(*) -.019 .003 .009 .622 -.015 -.071 .035 .385
※ 自分の考えが相手と違っているかも知れないときには、自分の考えを言えない(*) .085 -.085 -.069 .579 .041 -.056 .020 .333
自分の気持ちを他の人にうまく伝えることができない(*) .027 .016 .033 .489 .087 .018 -.034 .283
第５因子　「自尊感情・自己効力感」
※ 自分には人にじまんできることが、いくつかある -.032 -.065 -.033 .035 .853 -.011 .074 .698
※ 自分には良いところが、いくつかある -.010 .012 -.016 .017 .784 .038 -.005 .633
※ 今の自分にだいたい満足している .072 .137 .167 .011 .413 -.021 -.174 .289
第６因子　「コミュニケーション能力」
※ 人に助けてもらったとき、素直に「ありがとう」と言う -.023 .018 -.114 .019 .066 .690 -.043 .408
※ 相手に迷惑をかけたときには、素直に謝る .004 -.010 .088 .045 -.041 .604 .068 .458
※ 自分が間違っていたときには、素直に認める .002 -.019 .154 -.018 -.043 .520 .059 .390
相手が謝ったときには、素直に許す .040 .030 .130 -.017 -.006 .399 .005 .265
第７因子　「ストレスマネジメント能力」
※ いやなことがあったときには、何が原因かを考えるようにしている .015 -.084 -.041 .011 -.016 .006 .748 .502
※ いやなことがあったときには、どうすれば良いか考えるようにしている -.010 .106 .009 .024 .015 .015 .681 .552
※ いやなことがあったときには、それを繰り返さないよう工夫をしている .069 .067 .099 -.006 -.018 .091 .337 .270
因子間相関　　　　第1因子 .452 .369 .059 .425 .599 .526
第2因子 .244 .285 .404 .446 .419
第3因子 .037 .305 .483 .383
第4因子 .229 -.001 -.069
第5因子 .328 .312
第6因子 .551
α 係数 .839 .795 .704 .666 .731 .684 .670
注1）　文末に(*)を付した項目は逆転項目であり，因子名と一致する方向で高得点になるよう逆転済みである。
注2）　文頭に※を付した項目は，「CoCoLo-34」で採用した項目である。






































表現力 相談力 仲間づくり 自治集団 規律性
-.161 -.161 -.149 -.231 -.219 -.250 -.013 -.199 -.136 -.183 -.154
(.000) (.000) (.000) (.000) (.000) (.000) (.519) (.000) (.000) (.000) (.000)
-.067 -.133 -.171 -.097 -.039 -.155 -.293 -.201 -.273 -.191 -.145
(.001) (.000) (.000) (.000) (.047) (.000) (.000) (.000) (.000) (.000) (.000)
.000 .041 .012 -.194 -.165 -.013 -.114 -.007 -.006 -.031 -.002
(.995) (.038) (.608) (.000) (.000) (.499) (.000) (.735) (.745) (.118) (.930)
.182 .161 .221 .302 .253 .191 .060 .221 .405 .408 .348











Figure1 「CoCoLo-34」のサンプル結果１ Figure2 「CoCoLo-34」のサンプル結果２ 
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資料１ 新規に作成した「授業プラン」の例 
